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親
の
慈
悲

齋

　
急
に
白
魔
の
襲
来
に
す
っ
か
り
歯

車
の
回
転
を
狂
わ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
愈
々
師
走
と
も
な
っ
て
何
と
な

く
心
忙
し
い
今
日
此
の
頃
で
す
。
何

時
も
の
こ
と
乍
ら
陰
に
陽
に
皆
様
か

ら
公
民
舘
に
寄
せ
ら
れ
た
絶
大
な
る

御
協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。
何
時
も
私
は
今

頃
に
な
る
と
思
い
浮
べ
る
句
に
、
皆

様
も
御
存
知
の
「
年
の
瀬
や
水
の
流

れ
と
人
の
世
は
、
あ
し
た
ま
た
る
N

そ
の
宝
船
」
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間

を
省
み
て
そ
の
宝
船
を
実
現
し
た
か

と
、
漸
塊
に
た
え
な
い
気
持
で
一
杯

で
あ
る
。
お
許
し
頂
く
よ
り
他
に
道

は
な
く
来
る
年
に
期
待
を
か
け
て
精

進
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。

　
師
走
の
声
を
聞
く
と
、
高
校
や
中

学
三
年
生
の
又
は
就
職
す
る
子
供
の

両
親
は
子
供
以
上
に
受
験
準
備
に
神

経
を
す
り
へ
ら
す
。
十
二
月
で
は
お

そ
い
が
自
分
の
子
供
を
少
し
で
も
売

れ
口
の
よ
い
有
名
校
、
有
名
会
社
に

入
れ
た
い
と
の
必
死
の
願
い
は
、
親

と
し
て
当
然
の
願
い
で
あ
る
。

　
あ
の
学
校
を
出
れ
ば
就
職
口
に
困

ら
な
い
し
、
出
世
の
最
短
コ
ー
ス
だ

し
、
縁
談
も
降
る
ほ
ど
あ
る
。
子
供

の
能
力
も
考
え
す
、
躍
気
に
な
っ
て

い
る
親
の
気
持
は
よ
く
わ
か
る
。
と

い
っ
て
も
、
こ
れ
が
真
の
親
の
慈
悲

藤

大

馨

［とは
考
え
ら
れ
な
い
。
近
頃
の
両
親

は
あ
ま
り
に
も
子
供
を
か
ま
い
す
ぎ

一
な
い
だ
ろ
う
か
．
高
校
の
上
級
生
に

一
な
っ
て
も
、
成
人
式
を
済
ま
せ
た
者

に
も
、
親
は
ま
だ
幼
稚
園
児
の
よ
う

な
つ
も
り
で
い
る
。

　
　
一
見
親
の
慈
悲
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
じ
つ
子
供
を
不
幸
に
し

て
い
る
。
時
季
が
お
そ
す
ぎ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
自
分
自
身

を
も
不
幸
に
し
て
い
る
。
こ
う
い
う

温
床
育
ち
の
子
供
が
、
社
会
人
に
な

っ
た
と
き
、
ま
と
も
に
生
き
て
い
け

一
る
だ
ろ
う
か
。
人
生
の
行
路
は
、
坦

々
た
る
万
里
一
条
の
ハ
イ
・
ウ
エ
ー

で
は
な
い
。
ひ
と
風
吹
け
ぱ
、
し
ぼ

む
よ
う
な
温
窒
育
ち
の
花
で
あ
っ
て

は
、
も
の
の
用
に
は
豆
た
な
い
。

　
こ
ん
な
子
供
に
限
っ
て
、
自
分
の

意
に
満
た
な
い
こ
と
や
、
不
幸
が
お

そ
っ
て
く
る
と
、
み
ん
な
相
手
の
せ

い
に
し
て
、
人
を
怨
み
世
を
呪
う
こ

と
に
な
り
や
す
い
。
背
少
年
不
良
化

の
原
因
の
一
つ
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

　
子
供
に
対
す
る
恩
愛
も
、
要
は
人

間
心
や
世
間
心
で
は
間
に
合
わ
な
い

一
こ
と
が
わ
か
る
。
一
人
一
人
が
自
分

の
両
足
で
起
ち
上
が
る
こ
と
が
、
独

立
の
人
格
者
に
な
る
よ
う
に
、
人
間

性
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
が
真
の
親

心
で
あ
ろ
う
。

　
き
ょ
う
と
も
知
れ
す
、
あ
す
と
も

知
れ
な
い
の
が
、
お
た
が
い
生
ま
身

の
人
間
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
親
が

生
き
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
い
や

老
少
は
不
定
で
、
自
分
が
さ
き
に
召

さ
れ
る
か
、
子
供
が
さ
き
か
わ
か
ら

な
い
。
森
羅
万
象
の
一
切
が
、
裏
を

見
骨
．
表
を
見
せ
て
散
っ
て
ゆ
く
こ
と

は
、
一
歩
晩
秋
の
野
山
に
出
て
見
れ

ば
、
ひ
し
ひ
し
と
身
証
さ
れ
る
。
野

山
ゆ
か
な
く
と
も
、
庭
前
の
梧
葉
は

秋
声
ど
こ
ろ
か
、
一
瞬
の
い
の
ち
に

一
も
え
て
、
も
う
母
な
る
大
地
へ
帰
っ

て
い
つ
た
。

・
無
常
感
が
し
ざ
り
に
起
こ
れ
ぱ
起

こ
る
ほ
ど
、
自
分
は
す
で
に
自
分
で

は
な
い
。
徒
．
り
に
最
勝
の
善
身
を
無

情
の
風
に
任
せ
て
は
な
る
ま
い
。

　
世
の
中
に
子
供
の
し
あ
わ
せ
を
願

わ
な
い
親
は
一
人
も
な
い
。
い
っ
た

い
し
あ
わ
せ
と
は
何
ん
だ
ろ
う
か
。

　
有
名
校
、
有
名
会
社
に
入
れ
る
の

も
幸
福
の
一
つ
に
間
違
い
は
な
い
。

文
科
系
よ
り
も
理
科
系
に
入
れ
て
手

に
職
を
つ
け
る
の
も
、
幸
福
の
一
つ

に
間
違
い
は
な
い
。
さ
ら
に
食
い
は

　
　
　
　
ー
p
8
蓬
亀
象
o
，
．
駕
亀
b
　
、
、
、
、
◎

灘難羅

灘

◎
産
声

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落
名

聚鈴樋吉工、轟木口楽

　正勝昌
肇i弘代哉
健弘竹周
一基雄治

田
中

　
桂倉
俣

新
屋
敷

ぐ
れ
な
い
よ
う
、
土
地
や
家
屋
や
公

社
債
の
美
田
を
残
す
の
も
悪
く
は
な

っ
て
、
頼
り
に
な
ら
な
い
。
な
に
一

つ
頼
り
に
な
ら
な
い
中
に
、
無
常
の

身
を
常
住
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
く
道

一
が
一
つ
あ
る
。
木
、
石
の
身
も
玉
と
な

り
、
カ
ワ
ラ
の
身
も
さ
ん
然
た
る
金

に
変
わ
り
、
光
明
を
は
な
ち
得
る
た

響
翻
勢
麓
動
潮
鞠
墨

っ
た
一
つ
の
人
格
完
成
の
道
が
あ
る

「
中
里
と
一
目
で
わ
か
る
よ
い
交

な
鱒
羅
雛
蝿
器
少
年
の
非
　

な
ら
ぬ
自
分
自
身
の
日
常
生
活
の
行

“
動
そ
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し

，
た
。
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
白
蓮
董
で
あ

・
る
。
来
る
年
も
皆
様
の
上
に
幸
い
多

か
れ
と
祈
念
し
つ
つ
四
十
一
年
の
筆

を
翁
き
ま
す
。

歳
末
防
犯
と

　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
駐
在
所

　
昭
和
四
十
一
年
も
あ
と
わ
す
か
で

暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
か
く

菊
に
な
る
毒
・
婁
多
く

発
生
す
る
の
で
、
警
察
で
は
歳
末
特

別
警
戒
を
実
施
中
で
す
。
商
店
の
皆

様
、
家
庭
の
皆
様
、
事
件
、
事
故
の

｝
馨
婁
け
な
い
よ
轟
慧
ぎ

い
。
被
害
を
受
け
た
ら
「
直
ぐ
警
察

へ
」
。

▽
変
通
事
故
防
止
と
交
通
規
制
（
駐

　
車
禁
止
）

　
今
年
中
里
村
内
の
交
通
事
故
は
十

四
件
発
生
し
、
怪
我
人
が
十
一
名
で

｝昨
年
の
二
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。
お

互
い
に
注
意
し
て
交
通
事
故
の
被
害

一
を
受
け
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
昭
和
四
十
二
年
春
か
ら
、
七
川

橋
か
ら
荒
屋
神
社
附
近
ま
で
の
国
道

一に駐
車
禁
止
の
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
ど
こ
の
家
庭
、
職
場
で
も
、
い
そ

が
し
さ
と
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
暮
れ

畷
り
、
な
に
か
と
薯
か
な
い
時
。

．
期
で
す
。
は
り
つ
め
た
学
期
未
の
試

謝

悪
鰐
醇
罐
護
嚢
鰻

類
行
為
に
は
し
り
や
す
い
危
険
な

ロ

蠣
雛
祠
瀞
艦
耀
勝
彫
、

な
い
」
と
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
で
す
が
現
実
は
必
要
な
の
で
す
。

小
さ
な
非
行
を
放
任
す
る
と
、
罪
の

一
暴
わ
か
ら
な
い
、
自
制
で
き
な

一
く
な
っ
た
ら
湾
す
．
子
潅

韓
謙
繍
響
撒

舜
飯
の
喜
豪
族
が
軽

　
…
し
て
下
さ
い
。
「
よ
い
芽
、
悪
い
芽

…
双
葉
の
う
ち
に
」
。
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部
落
上
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市
之
越

阿倉芋田
寺目昊川代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

憂
き
事
の
消
さ
る
＼
今
朝
の
雪
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

水
澗
れ
て
恥
部
の
ぞ
か
せ
て
信
濃
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代

雪
し
ぐ
れ
残
業
の
夫
待
つ
夜
更
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

煤
払
い
着
人
が
請
け
て
日
帰
り
湯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み

年
の
暮
静
夜
に
ひ
び
く
編
機
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

桑
か
こ
ふ
身
に
さ
す
風
や
雪
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

環
間
風
つ
ら
く
寝
て
待
つ
ア
ン
カ
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

終
焉
の
ち
か
き
を
悟
り
年
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

『
と
聞
き
老
母
は
寝
間
に
大
あ
く
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

難
頭
立
つ
ホ
ー
ム
に
ハ
イ
カ
ー
の
声

も
赤
　
　
　
　
　
　
玉
泉

友
訪
へ
ぱ
盛
る
乾
柿
に
炉
火
温
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

犬
の
子
の
寝
姿
ま
る
し
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

秋
耕
の
一
巻
族
に
日
温
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
の

カ
ゴ
を
組
む
無
言
の
夫
や
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
春

心
せ
く
陽
も
せ
く
師
走
の
そ
そ
か
し

さ
　
　
　
　
　
　
お
の
え

焚
火
し
つ
開
拓
土
工
シ
ャ
ベ
ル
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

あ
た
ふ
た
と
出
稼
ぐ
冬
の
汽
車
遅
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

雪
の
野
の
果
見
し
心
定
ま
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

や
＼
古
き
傘
に
淡
雪
降
り
止
ま
す

一
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

，
も
の
売
っ
て
童
よ
り
受
く
銭
温
し
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段
丘
地
開
拓
事
業
軌
道
に
乗
る

清
津
川
土
地
改
良
区
を
設
立

理
事
長
1こ

高
橋
幸
作
氏

既
報
の
よ
う
に
、
宿
願
の
清
津
川
右
岸
段
丘
地
区
県
営
総
合
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
県
営
予
定
地
区
と
し
て
調
査

に
着
手
し
昭
和
三
十
九
年
に
計
画
が
承
認
さ
れ
昭
和
四
十
一
年
度
着

工
と
な
り
、
去
る
十
一
月
十
八
日
田
沢
中
学
校
体
育
舘
に
お
い
て

県
か
ら
君
副
知
皐
は
じ
め
村
内
外
の
多
数
関
係
者
に
よ
り
盛
大
な
起

工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の
計
画
内
容
は
、
用
水
改
良
四
〇
・

五
診
、
開
田
二
九
九
・
三
診
、
計
三
三
九
・
八
診
で
工
事
の
概
要
は

　
清
津
川
上
流
東
田
尻
地
内
の
桔
梗

原
頭
着
工
を
改
造
併
せ
て
用
水
路
を

新
設
改
修
し
、
下
流
程
島
地
内
ま
で

約
二
千
三
百
三
十
米
を
導
水
し
多
段

ボ
リ
ュ
ー
ト
ポ
ン
ブ
ニ
台
で
一
六
四

・
三
米
を
揚
水
し
、
地
区
に
幹
線
水

箏
九
皇
＋
米
霧
三
三
九
｝

・
八
鯵
の
水
田
潅
灘
す
る
も
の
で
あ

り
、
総
事
業
費
は
七
億
一
千
万
円
で

こ
の
事
業
実
施
に
よ
り
、
毎
年
米
が

八
千
四
百
．
石
の
増
産
を
期
待
さ
れ

る
。
昭
和
四
十
一
年
度
事
業
は
、
用

水
路
を
新
設
改
良
す
る
二
千
三
百
三

十
米
の
内
、
約
八
百
七
十
米
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
鹿
島
建
設
株
式

会
社
が
落
札
、
請
負
に
付
さ
れ
、
八

月
一
日
よ
り
着
工
し
、
昭
和
四
十
二
・

年
三
月
三
十
一
日
迄
に
本
年
度
分
は
｝

完
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
段
丘
地
開
拓
事
業
の
着
手
に
よ
っ

て
土
地
改
良
法
に
基
き
、
清
津
川
土
岨

地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
、
初
代
総
代
伽

引馴引引引引劃ハ

者
副
握

　
◎
〃

　
◎
会
計
担
当
理
事

　
◎
工
事
担
当
理
事

一
　
”

一
◎
翠

　
一 ．

一
監
箏
会
を
開
催
、
互
選
に
よ
り
次
の

漂
警
の
畿
が
き
ま
愚

”
々
躍
進
、
中
胆
村
の
活
気
的
な
事
螢

㎜
の
体
制
が
出
来
た
。

・
◇
清
津
川
土
地
改
良
区
新
役
員

…
一
◎
理
事
長
　
　
　
商
橋
幸
作

選
挙
は
、
去
る
十
一
月
五
日
に
行
な

わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
立
候
補

者
が
定
員
三
十
三
名
に
と
ど
ま
っ
た

た
た
め
、
無
競
争
当
選
が
き
ま
っ

た
。
尚
役
員
の
組
織
造
り
は
、
去
る

十
一
月
十
四
日
、
初
の
総
代
会
を
開

催
、
議
席
を
決
定
し
、
選
挙
に
よ
り

理
事
、
監
事
を
選
任
、
十
六
日
理
事
響

村
山
重
行

斉
喜
政
治

吉
楽
寛
三

冨
井
寿
美
雄

井
ノ
川
佐
平
治

保
坂
勇
二

服
部
佐
一

樋
口
文
平

吉
楽
冨
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
与
三
良

c
、
鮒
括
監
　
　
　
　
　
村
山
　
．
長
威

　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
喜
童

◇
清
津
川
土
地
改
良
区
初
代
総
代
名

吉言大窩てヒ渡樋
楽楽島井原辺口氏
寛冨正利有正裕
三徳一常之雄行名

吉
楽
福
一
郎

上
原
寿
一

冨
井
寿
美
雄

冨
井
市
重
郎

上樋樋吉樋
村口口楽口
賢良庄利竜
造平作治次

井
ノ
川
友
春

大
島
貞
治
郎

大
島
常
助

高
野
　
勇

服
部
松
男

服
部
安
二
郎

村
山
信
一

村
山
由
一

村
山
林
平

井
ノ
川
佐
平
治

村小村富富
山柳山井井
善利　 一
侮治登男博

本豊本　　　如　　　東　如　　　芋小田　干上白　市　　　　上白市通商朴部
　　　〃〃来〃〃田〃来〃〃　　　桂　　羽〃之〃〃〃　羽之り道木
村里村　　 寺　　沢　寺　　沢原中　溝山毛　越　　　 山毛越山山沢落

村
山
　
　
博

服
部
竜
太
郎

貝野・中里農協合併

来春三月に新発足

〃ク

県
の
農
協
合
併

推
進
地
区
に
指
定

さ
れ
て
似
来
四
ヵ

年
、
中
里
村
農
協

組
織
整
備
協
議
会

（
会
長
中
里
村
長
）

で
話
し
あ
い
が
す

す
め
ら
れ
て
き
た

が
、
今
春
来
、
貝

野
中
里
両
農
協
合

併
問
題
が
急
速
に

進
展
し
、
去
る
十
一
月
二
十
八
日
役

場
に
お
い
て
両
農
協
全
役
員
出
席

し
、
協
議
会
長
立
合
い
の
も
と
に
合

併
予
備
契
約
の
調
印
が
行
な
わ
れ

た
。
　
農
業
の
近
代
化
が
強
く
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
農
民
の
意
欲
に
呼
応
し

農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
担
い
手
と

し
て
、
大
規
模
農
協
の
は
た
ら
き
が

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
両
農
協
は
、

来
た
る
十
二
月
十
八
日
に
総
会
を
開

き
同
時
に
議
決
を
得
て
来
春
三
月
に

は
新
し
く
中
里
村
農
業
協
同
組
合
と

し
て
、
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
組
合
員
は
正
組
合
員
八
六

四
人
、
准
組
合
員
八
十
人
、
出
資
金

一
千
四
七
八
万
円
、
貯
金
高
二
億
一

千
三
八
三
万
円
、
合
併
当
初
は
両
農

協
現
役
員
が
運
営
に
あ
た
り
、
二
年

次
か
ら
は
理
事
二
一
一
名
、
監
事
四
名

で
組
合
長
は
常
勤
と
な
る
。
機
構
は

参
事
制
を
と
り
管
理
、
生
産
、
経
済

の
三
課
制
、
窓
口
規
制
の
一
元
化
を

は
か
る
。
と
く
に
従
来
の
営
農
指
導

と
販
売
を
結
び
つ
け
て
生
産
課
と
し

米
繭
に
依
存
し
た
農
業
か
ら
各
職
種

の
育
成
、
協
業
事
業
の
育
成
を
め
ざ

し
資
金
貸
付
枠
の
拡
大
を
図
る
。
本

所
な
ら
び
に
支
所
の
店
舗
改
装
に
よ

り
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
で
生
活
物

資
を
供
給
し
、
有
線
放
送
施
設
の
夢

も
二
、
三
年
後
に
は
計
画
さ
れ
る
。
村

農
業
行
政
と
綿
密
な
連
携
を
と
り
、

農
業
を
守
る
自
衛
的
な
計
画
は
無
限

で
、
今
後
の
活
躍
が
大
き
く
期
さ
れ

る
。
【
写
真
は
調
印
す
る
両
組
合
長
】

新
春
文
芸
原
稿
募
集

　
新
年
号
「
な
か
さ
と
」
に
文
芸
欄

の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
種
目
”
俳
句
、
短
歌
、
詩
、

　
随
筆
（
四
百
字
以
内
等
）

▽
題
“
自
田
。
な
る
ぺ
く
新
春
に
因

ん
だ
も
の
。

▽
〆
切
り
U
十
二
月
二
十
竜
日
ま
で

▽
応
募
方
法
“
用
紙
自
由
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
令
明
記
の
上
中
里
村
公

民
舘
宛
。
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母
子
衛
生
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
な
わ

　
中
里
村
が
母
子
衛
生
特
別
地
域
に

指
定
さ
れ
て
六
年
目
、
第
六
回
中
里

村
母
子
大
会
が
去
る
十
一
月
二
十
二

日
午
前
十
時
過
ぎ
中
里
村
児
童
舘
講

堂
に
お
い
て
、
村
内
婦
人
会
代
表
及

び
お
母
さ
ん
方
約
七
十
余
名
が
集
ま

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
中
心
地
の
方

々
の
出
席
率
は
よ
か
っ
た
が
、
雪
の

た
め
奥
地
の
方
々
の
出
足
が
思
わ
し

く
な
か
っ
た
。

　
中
里
村
社
会
厚
生
課
長
の
開
会
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
優
良
児
、
小
林
武

司
（
男
）
外
九
名
、
鈴
木
美
奈
子

（
女
）
、
外
九
名
、
三
才
児
、
高
野
孝

雄
外
九
名
、
未
熟
児
、
保
坂
辰
己
外

三
名
、
口
腔
衛
生
高
野
孝
雄
外
一
名

が
表
彰
さ
れ
、
ま
た
母
子
組
織
表
彰

者
と
し
て
、
団
体
表
彰
、
清
田
山
母

子
組
織
（
山
田
ス
ジ
）
母
子
組
織
功

労
者
と
し
て
、
み
の
り
愛
育
会
（
羽

る

鳥
タ
マ
ノ
）
東
田
尻
体
重
測
定
会
（
山

田
ヨ
シ
イ
）
重
地
体
重
測
定
会
（
鈴
木

敏
）
な
ど
が
晴
れ
て
表
彰
さ
れ
た
。
午

前
は
特
別
講
演
と
し
て
、
郡
市
家
庭

児
童
相
談
員
、
佐
野
勝
之
助
先
生
か

ら
幼
児
の
要
求
は
、
そ
の
ま
ま
全
部

と
り
い
れ
て
は
だ
め
で
、
あ
る
程
度

の
が
ま
ん
を
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
内
容
で
講
演
を
し
て
頂
い

た
。
ま
た
中
里
村
に
於
い
て
、
こ
の

よ
う
な
母
子
育
成
に
力
を
そ
N
が
れ

る
母
子
地
区
組
織
の
育
成
に
つ
い
て

中
里
村
連
合
婦
人
会
長
を
中
心
に
、

み
の
り
会
稔
健
育
会
の
活
動
の
実

態
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
行
な
わ

れ
た
。

　
午
後
に
入
っ
て
か
ら
は
、
主
催
者

側
の
中
里
村
長
の
「
人
づ
く
り
」
か

ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
祝
辞
、

上
村
病
院
松
沢
小
児
科
医
長
、
藤
田

歯
科
医
の
審
査
報
告
な
ど
が
行
な
わ

れ
ヤ
　
　
り
に
も
か
ン
わ
ら
す
　
　

嚢
鹸
参
マ
】

栄養教室修講式行わなる
　
去
る
十
二
月
七
日
、
県

か
ら
薬
事
衛
生
課
長
、
栄

養
係
長
、
保
健
所
か
ら
所

長
、
普
及
課
長
、
栄
養
士
、

津
南
地
区
農
業
改
良
事

務
所
長
、
村
議
会
議
長
、

公
民
舘
長
、
連
合
婦
人
会

長
の
列
席
を
得
、
役
場
議

場
で
修
講
式
が
行
な
わ
れ

た
。
受
講
生
六
十
二
名
、
こ

の
う
ち
十
四
日
間
の
日
程

を
七
十
％
以
上
出
席
し
た

者
四
十
七
名
が
保
健
所
長

か
ら
修
了
証
書
を
、
中
里

村
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
委
嘱

状
が
村
長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
特
に

出
席
の
良
か
っ
た
人
達
九
名
に
皆
勤

賞
、
精
勤
賞
が
贈
ら
れ
た
が
、
こ
の

受
賞
者
を
見
る
と
、
全
員
が
僻
地
の

人
達
で
あ
っ
た
こ
と
に
万
堂
の
敬
意

を
も
っ
て
拍
手
が
翁
く
ら
れ
た
。
こ

の
後
、
来
賓
か
ら
誠
意
溢
れ
る
賛
辞

と
励
ま
し
の
祝
辞
が
あ
り
、
学
級
生

一
袋
、
江
旦
警
ん
か
ら
、
中
里

一
村
に
於
け
る
第
一
回
の
終
了
生
と
し

｝
て
一
生
懸
命
村
の
栄
養
改
善
に
務
め

ゆ　
ま
す
と
　
　
が
あ
り
　
　
し
た
ロ

　

轟
雛
欝
れ
ぱ
出
席
で

㎜
き
な
い
・

の
　
い
こ
と
ば
か
り
　
う
の
だ
か
ら

藁
難
蔀
馳
蕃

解
決
方
法
を
見
い
出
し
て
実
行
し
理

解
を
求
め
つ
つ
発
展
し
て
行
く
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
県

一薬事
衛
生
課
長
の
講
評
が
あ
り
引
続

き
県
若
井
栄
養
係
長
よ
り
、
こ
れ
か

ら
は
主
食
副
食
で
な
く
み
ん
な
主
食

で
あ
り
、
文
化
的
な
物
を
片
よ
っ
て

食
べ
な
い
よ
う
に
、
栄
養
だ
け
で
な

く
心
で
食
べ
る
、
家
事
に
た
す
さ
わ

る
も
の
N
配
慮
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
　
た
【
写
真
上
は
修
講
式
の
一
コ
マ
】

国
保
で
健
康
家
庭
表
彰

場
麩
等
髄
製
雛
ぽ
曝
家
庭
諺
式
が

『　こ
の
表
彰
式
は
毎
年
一
回
行
な
わ

れ
る
も
の
で
今
年
で
⑭
回
目
を
む
か

え
た
わ
け
で
す
が
、
表
彰
さ
れ
る
規

定
は
年
間
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世

帯
で
あ
っ
て
、
加
入
者
が
二
人
以
上

で
あ
る
こ
と
に
原
則
が
お
か
れ
医
療

費
の
か
Σ
っ
た
額
が
一
人
当
り
五
百

円
以
内
で
あ
っ
て
保
険
税
の
完
納
さ

，
れ
て
い
る
世
帯
及
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
、
予
防
接
種
等
を
積
極
的
に
受
け

て
お
り
衛
生
思
想
の
良
好
で
あ
っ
た

・
世
帯
を
基
準
に
選
定
し
た
も
の
で

す
。
表
彰
さ
れ
た
世
帯
は
三
十
四
世

・
帯
で
内
訳
は
四
ヵ
年
間
表
彰
三
、
二

ヵ
年
間
表
彰
七
、
一
ヵ
年
間
表
彰
二

＋
四
世
帯
で
す
。

　
尚
表
彰
者
名
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
四
ヵ
年
表
彰
者

　
滝
沢
豊
茂
（
角
間
）
村
山
八
一

　
　
（
東
田
沢
）
中
島
栄
（
本
屋
敷
）

◇
一
一
ヵ
年
表
彰
者

　
阿
部
一
隆
（
新
屋
敷
）
鈴
木
正
義

　
（
下
山
）
樋
口
熊
魚
（
山
崎
）
南

　
雲
信
義
（
東
田
尻
）
高
橋
梯
二
郎

　
（
新
里
）
藤
ノ
木
秀
信
（
小
出
）

　
柳
芳
夫
（
本
屋
敷
）

　
　
【
写
真
は
健
康
家
庭
表
彰
式
】

一
み
ん
慧
静
離

　
当
村
荒
屋
部
落
の
婦
人
グ
ル
ー
プ

あ
ゆ
み
会
（
代
表
清
滝
美
恵
）
で
は
両

親
が
そ
ろ
っ
て
い
て
も
、
子
供
達
の

た
の
み
を
か
な
い
て
や
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
な
い
の
に
片
親
、
両
親

の
な
い
子
供
達
は
な
お
不
自
由
な
毎

日
を
す
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

と
、
買
い
物
の
お
つ
り
、
一
円
玉
の

助
け
あ
い
を
計
画
し
て
こ
の
程
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
そ
の
篤
志
を
よ
せ

一
ら
れ
ま
し
た
．

①
障
害
年
金
等
の
障
害
の
範
囲
の
拡

大　
瞳
害
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
す
べ

て
の
種
類
の
瞳
害
が
含
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

②
障
害
年
金
等
の
受
給
要
件
の
緩
和

障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
、
、

及
び
遺
児
年
金
の
拠
出
要
件
に
つ
い

て
は
、
従
来
直
．
近
の
基
準
月
の
前
日

ま
で
引
続
い
て
三
年
間
、
被
保
険
者

で
あ
っ
て
、
そ
の
期
聞
の
す
べ
て
が

保
険
料
納
付
済
及
び
免
除
期
間
に
満

ー
ー
国
民
年
金
改
正

年
金
給
付
の
支
給
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

た
さ
れ
て
い
る
か
ま
た
は
、

間
被
保
険
で
あ
り
、

て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が

一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
期
間
の

す
べ
て
が
納
付
済
期
間
の
満
た
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
被

保
険
者
期
間
が
引
続
い
て
い
な
く
と

も
合
算
し
て
最
近
の
三
年
間
及
び
一

年
間
が
保
険
料
納
付
済
期
間
で
満
た

さ
れ
て
い
れ
ぱ
よ
い
こ
と
に
改
め
ら

れ
た
こ
と
。
出
稼
者
の
厚
生
年
金
加

入
者
な
ど
重
点
に
考
え
ら
れ
た
。

③
事
後
重
症

　
障
害
年
金
は
従
来
廃
疾
認
定
日
に

繋
罷
騨
鞭
齢

一
　
　
、

に
限
り
　
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
の
が
ム
コ
ロ
の
　
　
に
よ
り
　

霧
香
に
お
い
て
法
別
表
に
定
め

一
る
廃
疾
の
程
度
に
該
当
し
た
く
と
も

一
そ
の
後
日
に
お
い
て
そ
の
傷
病
が

｝．
悪
化
し
、
廃
疾
の
状
態
が
法
別
表
に

　
め
る
　
　
の
　
　
に
　
　
す
る
に

嚢
脂
雛
欝
麹
釦
がの

落
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
．

④
支
給
要
件
の
緩
和
に
伴
う
経
過
措

を薫
害
の
箋
拡
大
に
伴
．
て
従

．
来
除
外
さ
れ
て
い
た
種
類
の
障
害
の

あ
る
者
に
つ
い
て
昭
和
四
十
一
年
十

二
月
一
日
に
お
い
て
廃
疾
の
程
度
が

拠
出
要
件
等
満
た
し
て
い
る
場
合
は

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
一
日
に
障
害

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
四
十
二

年
一
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
。

▽
保
険
料
の
改
定
事
項

　
　
　
保
険
料
額
の
改
定

　
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
以
前
の
月

分
に
係
る
保
険
料
は
従
来
ど
お
り
、

三
十
五
才
未
満
は
百
円
。
三
十
五
才

以
上
は
百
五
十
円
で
あ
る
。
次
に
昭

和
四
十
二
年
一
月
か
ら
三
十
五
才
未

満
は
二
百
円
、
三
十
五
才
以
上
は
二

百
五
十
円
で
あ
る
こ
と
。
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体
育
の
日
の
威
想

　
　
　
　
　
教
育
委
員
長
藤
田
五

　
十
月
十
日
は
新
し
い
祝
日
、
第
一

回
の
体
育
の
日
で
あ
っ
た
。
本
年
中

に
決
定
す
る
筈
の
建
国
記
念
日
と
抱

き
合
わ
せ
で
今
年
か
ら
「
敬
老
の

日
」
と
共
に
生
ま
れ
た
新
祝
日
で
あ

る
。
こ
の
体
育
の
日
を
設
け
た
趣
旨

は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
な
心

身
を
培
お
う
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ク

ッ
ク
大
会
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
総
理
府
と
文
部
省
は
こ

の
日
の
意
義
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
各

都
道
府
県
あ
て
に
、
九
月
末
、
通
達

を
出
し
、
市
町
村
や
学
校
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
が
、
当

村
に
於
い
て
は
村
民
運
動
会
も
小
中

学
校
の
運
動
会
も
す
で
に
終
っ
て
い

た
関
係
も
あ
っ
て
、
特
別
の
運
動
行

事
の
計
画
も
な
か
っ
た
が
、
各
都
道

府
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
連
絡
に
よ

る
と
こ
の
日
、
県
主
催
で
約
五
十
、

市
町
村
主
催
で
約
七
百
七
十
件
の
多

彩
な
行
事
が
繰
り
展
げ
ら
れ
た
、
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
県
で
は
特
筆

す
ぺ
き
も
の
と
し
て
は
、
長
岡
市
で

市
民
歩
け
歩
け
運
動
、
小
出
町
で
は

お
母
さ
ん
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
、
寺

泊
町
で
は
家
族
ぐ
る
み
の
弥
彦
登
山

特
に
体
力
づ
く
り
モ
デ
ル
市
町
村
で

あ
る
燕
市
と
北
蒲
原
の
中
条
町
で
は

県
下
初
の
壮
年
体
力
テ
ス
ト
も
行
な

わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎

一　こ
の
よ
う
に
趣
旨
や
行
事
は
大
変

結
構
で
あ
る
が
、
本
県
の
場
合
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
整
備
状
況
は
学

校
体
育
舘
を
除
く
と
、
全
国
で
中
の

下
と
い
う
貧
弱
さ
で
あ
り
、
市
民
体

育
舘
、
運
動
場
や
プ
ー
ル
の
普
及
率

は
二
割
に
も
み
た
す
当
村
の
場
合
も

例
外
で
な
く
、
必
要
は
痛
感
し
な
が

ら
も
プ
ー
ル
の
如
き
は
皆
無
と
い
う

貧
弱
さ
で
あ
る
。
国
内
全
般
と
し
て

施
設
々
備
や
国
民
の
関
心
、
体
育
に

つ
い
て
の
環
境
整
備
は
現
在
の
日
本

の
国
状
に
於
い
て
現
実
は
極
め
て
貧

し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
春
頃
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン

一グが
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
で
き
て

一
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
為
の
道

コ
”
路
を
と
い
う
旗
印
の
も
と
に
、
自
転

車
道
路
建
設
促
進
協
議
会
が
九
月
二

十
一
日
、
発
足
し
た
そ
う
で
あ
る
。

日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
話
に
よ

る
と
文
化
国
家
で
自
転
車
専
用
道
路

が
な
い
の
は
、
日
本
だ
け
と
い
う
。

幸
い
に
し
て
我
が
中
里
村
に
は
、
体
，

育
舘
に
し
ろ
、
グ
ラ
ヴ
ン
ド
に
し
ろ

野
球
を
や
る
に
も
、
パ
レ
ー
バ
ス
ケ

ッ
ト
、
卓
球
、
柔
、
剣
道
を
や
る
に

も
方
法
如
何
に
よ
っ
て
は
決
し
て
こ

と
か
か
な
い
。
要
す
る
に
ゃ
る
気
に

な
れ
ば
い
く
ら
で
も
や
る
方
法
は
あ

る
の
で
あ
る
。
当
村
と
し
て
は
出
来

る
こ
と
な
ら
冬
期
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
為
又
青
少
年
の
非
行
防
止
に
も
つ

ら
な
る
ス
キ
ー
場
の
設
置
と
、
グ
ラ

ゥ
ン
ド
の
照
明
設
備
、
又
児
童
生
徒

を
水
難
か
ら
守
る
利
点
も
含
め
て

水
泳
プ
ー
ル
の
設
置
が
望
ま
し
い
こ

と
で
あ
る
。

　
先
日
、
清
津
峡
小
学
校
の
落
成
式

に
参
列
し
た
際
、
樋
口
P
T
A
会
長

の
祝
辞
の
中
に
明
年
度
は
、
清
津
峡

小
学
校
地
域
に
水
泳
プ
ー
ル
を
新
設

す
る
予
定
で
あ
る
と
の
言
葉
を
聞
き

児
童
生
徒
の
幸
福
を
喜
ぶ
と
同
時
に

学
区
民
各
位
の
こ
の
熱
意
に
深
く
感

動
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
い
う
点
で

は
、
試
合
競
技
を
見
る
の
も
望
ま
し

い
こ
と
で
あ
る
が
、
本
筋
は
自
分
で

運
動
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
分
で
運

動
す
る
に
も
発
育
途
中
の
少
年
、
強

い
鍛
錬
に
た
え
得
る
青
年
、
無
理
の

き
か
な
い
老
年
、
と
年
令
差
に
よ
る

条
件
の
相
違
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
に

適
す
る
種
類
の
運
動
を
選
ぶ
べ
き
で

あ
る
。
私
自
身
ラ
ジ
オ
体
操
を
朝
タ

ニ
回
宛
、
し
か
も
寝
室
で
や
っ
て
い

る
が
、
体
の
調
子
も
い
い
よ
至
．
㌧
あ

る
。
訓
練
に
よ
る
筋
肉
の
発
達
は
あ

る
年
令
迄
で
と
ま
る
が
、
持
久
力
や

敏
活
性
は
相
当
の
年
令
迄
発
達
で
き

る
の
で
あ
る
。
故
に
ス
ポ
ー
ツ
は
年

令
を
選
ぱ
す
行
な
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。
若
い
時
鍛
え
た
人
は
老
年
に
な

っ
て
も
相
当
の
運
動
能
力
を
発
揮
出

来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
若
い
時
に
は

大
い
に
体
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
。

自
己
宣
伝
の
よ
う
で
恐
縮
乍
ら
私
は
・

旧
制
中
学
、
陸
軍
の
生
徒
時
代
、
大

学
在
学
中
を
通
じ
て
柔
剣
道
、
百
米

二
百
米
の
距
離
、
水
泳
、
角
力
、
卓

球
も
庭
球
も
や
り
、
特
に
水
泳
は
八

♂
（
二
里
）
の
遠
泳
に
も
参
加
、
剣

道
は
そ
の
後
二
十
年
も
継
続
、
ラ
ジ

オ
体
操
の
指
導
を
五
年
間
、
以
上
の

よ
う
に
多
方
面
に
互
り
運
動
を
や
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
で
ま
だ
足
腰
の
痛

い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
朝
タ

ラ
ジ
オ
体
操
を
や
っ
た
後
の
気
分
も

爽
快
で
あ
り
、
孫
が
こ
れ
を
真
似
る

の
を
見
る
の
も
楽
し
く
こ
れ
が
、
体

育
に
つ
ら
な
る
と
な
る
と
益
々
楽

し
く
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。
十
月
二

十
三
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
秋
の
大
分

国
体
開
会
式
で
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
今
後
と
も
心

身
の
、
れ
ん
ま
に
つ
と
め
国
運
の
発

展
に
寄
与
す
る
よ
う
切
に
希
望
し
ま

す
。
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
古
人
日
く

「
健
全
な
る
精
神
は
健
康
な
る
身
体

に
宿
る
」
と
。
人
生
一
に
も
健
康
、

二
に
も
健
康
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

心
身
の
れ
ん
ま
は
陛
下
の
仰
せ
ら

れ
た
通
り
国
運
の
発
展
に
も
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
が
自
分
自
身
の
為
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
手
近

か
に
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
を
選
び
大
い

に
体
育
に
関
心
を
も
つ
と
同
時
に
実

行
に
移
す
こ
と
に
つ
と
め
、
体
育
の

日
制
定
を
し
て
意
義
あ
ら
し
む
る
も

の
に
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ベルマークで学校に備品を

一田沢小PTA施設部

皆
さ
ん
、
教
育

設
備
助
成
運
動
と

い
う
の
を
御
存
知

で
す
か
。

こ
の
運
動
は
、

昭
和
三
十
五
年
十

月
に
、
朝
日
新
聞

社
の
協
力
と
後
援

会
が
設
立
さ
れ
、

で
教
藩
墨
を
集
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
、
p

騒
鰯
灘
霧
藁
簸
切
は

足
し
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
を
よ
く
す
る

「
ペ
ル
マ
ー
ク
」
運
動
が
は
じ
ま
っ

て
六
年
、
参
加
P
T
A
数
は
一
万
四

千
七
百
校
、
八
九
〇
万
の
小
中
高
校

P
T
A
世
帯
が
こ
の
運
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
、
そ
し
て
こ
の
運
動
で
P

T
A
の
も
の
に
な
っ
た
お
金
は
二
億

七
千
万
円
を
こ
え
て
い
ま
す
。
こ
の

お
金
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
教
育

設
備
品
が
学
校
へ
と
ど
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
田
沢
小
学
校
で
も
数
年
前
か
ら
、

こ
の
運
動
に
参
加
し
、
ペ
ル
マ
ー
ク

一
T
A
施
設
部
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の

ま
す
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
石
け
ん
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
等
、
商

品
の
包
紙
や
空
箱
を
捨
て
る
前
、
こ

の
運
動
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
か

ど
う
か
見
直
し
て
下
さ
い
。
も
し
マ

ー
ク
が
見
つ
か
り
ま
し
た
ら
学
校
の

子
供
達
に
も
た
せ
て
下
さ
い
。
皆
さ

ん
の
善
意
が
集
合
し
、
オ
ル
ガ
ン
に

な
り
、
と
び
箱
に
変
り
ま
す
。
こ
の

運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
ご
協
力

を
、
胸
ね
が
い
致
し
ま
す
。

1
ー
第
十
回
－

　
　
郡
市
剣
道
大
会

　
　
に
て
体
協
剣
道

　
　
部
奮
戦
す

　
去
る
十
一
月
二
十
日
川
治
小
学
校

に
於
い
て
、
郡
市
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
郡
市
よ
り
一
般
の
部
に
十
ニ

チ
ー
ム
参
加
し
、
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
（
四
チ
ー
ム
）

に
リ
ー
グ
戦
を
行
な
い
、
そ
の
優
勝

チ
ー
ム
（
三
チ
ー
ム
）
に
よ
り
決
勝

リ
ー
グ
戦
を
行
な
っ
た
結
果
、
一
位

十
日
町
剣
友
会
A
、
二
位
川
治
剣
友

会
A
、
三
位
十
日
町
警
察
署
で
あ
っ

た
。
中
里
体
協
剣
道
部
は
A
ブ
ロ
ッ

ク
に
出
場
し
、
次
の
よ
う
な
成
績
を

収
め
た
。

中
里
体
協

剣
道
部

中
里
体
協

剣
道
部

中
里
体
協

剣
道
部

4
－
14
1
1

1
1
4

津
南
町

剣
友
会

＋
日
町

高
校
B

＋
日
町
剣

友
会
A

　
　
　
　
（
今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
）

　
二
勝
一
販
で
惜
し
く
も
決
勝
リ
ー

グ
に
進
出
出
来
な
か
っ
た
が
そ
の
健

斗
振
り
は
郡
市
の
剣
土
間
に
於
い
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。
当
日
の
出
場
者

は
次
の
通
り
。

保
坂
秀
一
（
芋
沢
）
田
中
良
一
（
上

山
）
滝
沢
一
郎
（
田
中
）
山
田
正
智

（
上
山
）
田
村
博
康
（
小
原
）
。

　
体
協
剣
道
部
は
毎
週
木
、
金
曜
日

の
午
後
七
時
半
よ
り
九
時
半
ま
で
田

沢
中
学
校
体
育
舘
に
於
い
て
練
習
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
を
や
っ
て

見
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
是
非
お
い

で
下
さ
い
。
　
（
初
心
者
大
歓
迎
）

村
民
の
み
な

さ
ま
へ

　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校

　
雪
の
た
め
例
年
よ
り
早
く
寄
宿
舎

の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
親
の
も

と
を
離
れ
て
い
る
と
、
や
は
り
寂
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。
友
達
と
に
ぎ
や

か
に
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
て
も
、

一
週
間
お
き
の
帰
宅
の
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
さ
て
舎
生

は
一
六
三
名
い
ま
す
が
、
寄
宿
舎
に

は
生
徒
の
余
暇
を
充
実
で
き
る
よ
う

な
設
備
や
品
物
が
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
図
書
な
ど
生
活
を
豊
か
に
す
る

も
の
が
何
も
な
い
の
で
す
。
何
か
を

与
え
て
生
活
に
う
る
お
い
を
持
た
せ

て
や
り
た
い
と
い
う
の
が
舎
監
の
先

生
は
じ
め
学
校
の
願
い
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
何
か
適
当
な
も
の

を
寄
せ
て
頂
き
た
い
所
存
で
す
が
、

お
家
に
あ
る
読
み
終
っ
た
本
で
結
構

で
す
。
生
徒
に
丁
度
良
い
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
い
つ
で
も
よ
い
で
す
か
ら

学
校
の
方
へ
寄
せ
て
下
さ
い
。
以
上

お
願
い
致
し
ま
す
。


